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一
、
二
十
年
目
の
報
告

　

ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
を
生
ん
だ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
は
、
イ
ス

ラ
ー
ム
勢
力
の
浸
透
に
よ
っ
て
十
七
世
紀
頃
に
い
っ
た
ん
途
絶
し

た
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
末
頃
か
ら
仏
教
復
興
運
動
が
開
始
さ
れ
、

そ
の
動
き
は
二
十
世
紀
中
頃
か
ら
、
現
代
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
し

て
初
の
上
座
仏
教
の
比
丘
と
な
っ
た
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ

（Ashin Jinarakkhita

）
師
の
指
導
の
も
と
で
、
本
格
的
に
推
進

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
、
同
国
の
仏
教
は
国
家
が
公
認
す
る

六
つ
の
宗

）
1
（

教
の
一
つ
と
し
て
完
全
に
定
着
し
て
お
り
、
人
口
の
約
一

パ
ー
セ
ン
ト
、
す
な
わ
ち
二
百
万
人
程
度
の
信
者
を
擁
し
て
積
極
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

私
は
同
国
の
仏
教
事
情
の
観
察
を
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師

と
彼
が
創
設
し
た
仏
乗
（
ブ
ッ
ダ
ヤ
ー
ナ
、Buddhayana

）
教
団

を
中
心
と
し
て
一
九
九
七
年
以
来
継
続
し
て
お
り
、
そ
の
報
告
を
、

二
〇
〇
〇
年
以
来
数
本
の
論
文
を
通
し
て
行
っ
て
き

）
2
（

た
。
そ
れ
故
、

私
が
初
め
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
事
情
に
関
す
る
小
論
を
発
表
し

て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
二
十
年
を
迎
え
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
私

が
同
国
の
仏
教
事
情
の
観
察
を
始
め
て
か
ら
間
も
な
い
頃
、
同
国
の

仏
教
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
二
つ
の
出
来
事
が
起
き
て
い
た
。

一
つ
は
一
九
九
八
年
五
月
に
ス
ハ
ル
ト
体
制
が
崩
壊
し
、
宗
教
界
へ

の
圧
迫
や
華
人
文
化
へ
の
差
別
的
な
扱
い
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
、
も

う
一
つ
は
二
〇
〇
二
年
四
月
に
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
遷
化

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
私
は
こ
の
二
つ
の
大
き
な
変
革
期

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
の
二
十
年

│
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仏
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│
│

木　
　

村　
　

文　
　

輝



イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
の
二
十
年
（
木
村
）

112─　   ─

の
前
と
後
を
、
ぎ
り
ぎ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
観
察
し
て
い
た
わ
け
で

あ
る
。
し
か
し
、
最
後
の
報
告
を
著
し
て
か
ら
、
既
に
十
年
が
た
っ

て
し
ま
っ
た
。
改
め
て
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
唱
導
し
た

立
場
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
私
が
感
じ
た
範
囲
内
で
、
こ
の
二
十

年
間
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
界
の
変
化
を
、
特
に
彼
の
立
場
を
継
承

す
る
仏
乗
教
団
を
中
心
と
し
て
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
仏
教
復
興
運
動
の
概
略

　

は
じ
め
に
、
現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
復
興
運
動
の
歴
史
に
つ

い
て
、
そ
の
概
略
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
主

と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
一
八
八
三
年
に
神

智
学
協
会
（Theosophical Society

）
が
ジ
ャ
ワ
島
支
部
を
設
立

し
、
同
協
会
員
が
一
九
三
〇
年
に
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
で
ヴ
ェ
ー
サ
カ

祭
を
挙
行
し
た
。
次
に
、
ビ
ル
マ
に
本
部
を
置
い
て
い
た
国
際
仏
教

宣
教
協
会
（The International Buddhist M

ission

）
が
、
一

九
二
九
年
に
ジ
ャ
ワ
島
支
部
を
設
立
し
た
。
こ
の
協
会
は
一
九
三
四

年
以
降
、
ジ
ャ
ワ
中
央
仏
教
研
究
所
（H

et Centraal Boeddhi-
stisch Instituut voor Java

）
に
引
き
継
が
れ
た
よ
う
だ
が
、
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。
一
方
、
一
九
三
四
年
に
は
神
智
学
協
会
員
の
招

聘
に
よ
り
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ナ
ー
ラ
ダ
（N

arada

）
長
老
が
ジ
ャ

ワ
島
を
訪
問
し
、
各
地
で
講
演
を
行
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
同
年
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
（
旧
バ
タ
ヴ
ィ
ア
）
で
バ
タ
ヴ
ィ

ア
三
教
会
（Sam

 Kauw
 H

w
e Batavia

）
が
設
立
さ
れ
た
。
そ

れ
故
、
こ
の
年
を
同
国
で
は
一
般
に
「
仏
教
復
興
元
年
」
と
位
置
付

け
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、「
三
教
」
と
は
華
人
の
間
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
儒
教

と
道
教
と
仏
教
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
、
こ
の
三
つ
の
宗

教
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
人
々
は
寺
廟
へ
の
参
詣
を
行
う
の
み

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
義
に
注
目
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
三
教
会
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
郭
徳
懐

（Kw
ee Tek H

oay, 

一
八
八
六

－

一
九
五
二
）
は
、
三
教
の
中
で

も
特
に
仏
教
に
注
目
し
、
仏
教
の
教
義
を
広
め
る
た
め
の
多
く
の
著

作
を
著
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
彼
は
華
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
仏
教
の
中
に
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

一
九
四
二
年
三
月
に
始
ま
る
日
本
軍
に
よ
る
占
領
と
そ
れ
に
続
く
独

立
戦
争
の
中
で
、
仏
教
復
興
運
動
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の

か
は
定
か
で
は
な

）
3
（

い
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
後
、
再
開
さ
れ
た
仏
教
復
興
運
動
を
主
導
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し
た
の
が
戴
滿
安
（Tee Bw

an A

）
4
（n

）、
後
の
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ

キ
タ
師
で
あ
る
。
一
九
二
三
年
に
ボ
ゴ
ー
ル
で
生
ま
れ
た
彼
は
、
バ

ン
ド
ン
工
科
大
学
（Technische H

ogeschool

）
在
学
中
に
神
智

学
協
会
に
入
会
し
、
そ
の
後
、
オ
ラ
ン
ダ
留
学
中
に
「
非
家
（Ana-

garika

）」
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
一
九
五
一
年
に
帰

国
す
る
と
、
神
智
学
協
会
青
年
部
会
会
長
や
バ
タ
ヴ
ィ
ア
三
教
会
会

長
に
就
任
し
た
後
、
一
九

五
二
年
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
三
教
連
合
会
（G

. S. 
K. I.: G

abungan Sam
 

Kauw
 Indonesia

）
を

結
成
し
た
。
一
九
五
三
年

に
は
五
月
二
二
日
に
ボ
ロ

ブ
ド
ゥ
ー
ル
で
ワ
イ
サ
ク

（W
aisak

、
ヴ
ェ
ー
サ

カ
）
祭
を
主
催
す
る
と
、

同
年
七
月
、
彼
は
ジ
ャ
カ

ル
タ
に
あ
る
臨
済
宗
の
廣

化
寺（Kong H

oa Sie

）

で
本
清
（Pen Ching

）
和
尚
の
下
で
沙
弥
と
な
り
、「
体
正
（Ti 

Chen

）」
と
い
う
法
名
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
十
二
月
に
ビ
ル

マ
へ
留
学
し
て
マ
ハ
ー
シ
・
サ
ヤ
ダ
ウ
（M

ahasi Sayadaw

）
長

老
に
師
事
し
た
。
翌
一
九
五
四
年
一
月
二
三
日
に
、
彼
は
改
め
て
上

座
仏
教
の
沙
弥
と
な
り
、
数
時
間
後
に
比
丘
に
な
る
と
と
も
に
、

「
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
」
の
法
名
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
五
四
年
十
二
月
、
彼
は
ビ
ル
マ
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
世
界

仏
教
徒
会
議
に
出
席
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
五
五
年
一
月
に
帰
国
す

る
と
、
国
内
各
地
を
訪
れ
て
講
演
や
瞑
想
の
指
導
を
行
い
、
多
く
の

信
者
を
獲
得
し
た
。
ま
た
、
同
年
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
優
婆
塞
・

優
婆
夷
友
好
団
体
（P. U

. U
. I.: Persaudaraan U

pasaka-
U

pasika Indonesia

）
を
結
成
す
る
と
と
も

）
5
（

に
、
ス
マ
ラ
ン
郊
外

に
同
地
の
信
者
の
寄
進
に
よ
っ
て
最
初
の
寺
院
で
あ
る
ヴ
ィ
ハ
ー

ラ
・
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
（Vihara Buddha G

aya

）（
写
真
１
）
を
設

立
し

）
6
（

た
。
一
九
五
六
年
五
月
二
四
日
に

）
7
（

は
、
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
で
ワ

イ
サ
ク
祭
を
仏
紀
二
五
〇
〇
年
祭
と
し
て
挙
行
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
一
九
五
七
年
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
会
（Perbuddhi: 

Perhim
punan Buddhis Indonesia

）
を
設
立
し
、
そ
の
第
一

回
大
会
を
一
九
五
八
年
十
二
月
に
同
寺
院
で
開
催
し
た
。
そ
の
際

写真１　Vihara Buddha Gaya (Semaran) 
（1958年頃、Sangha Agung Indonesia 提供）
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に
、
日
本
仏
教
界
か
ら
一
体
の
観
音
像
が
贈
呈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

観
音
像
は
、
後
日
、
同
寺
院
内
に
建
立
さ
れ
た
八
角
の
観
音
堂
（
写

真
）
8
（

２
）
に
安
置
さ
れ

）
9
（

た
。

　

一
九
五
九
年
五
月
二
一
日
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
は
海
外

か
ら
招
い
た
十
三
人
の
上
座
比
丘
と
と
も
に
ス
マ
ラ
ン
の
ヴ
ィ
ハ
ー

ラ
二
五
〇
〇
で
サ
ン
ガ
・
ス
チ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（Sangha Sutji 

Indonesia

）
を
結
成
し
、
翌
日
早
朝
、
同
国
初
の
上
座
比
丘
の
受

戒
式
を
挙
行
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
日
の
午
後
、
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル

で
上
記
の
上
座
比
丘
に
一
人
の
日
本
人
僧
侶
を
加
え
て
国
際
的
な
ワ

イ
サ
ク
祭
を
挙
行
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
結
成
さ
れ
た
サ
ン
ガ

は
そ
の
後
も
継
続
し
、
一
九
六
三
年
に
マ
ハ
ー
・
サ
ン
ガ
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
（M

aha Sangha Indonesia

）
と
改
称
し
、
さ
ら
に
一

九
七
四
年
に
は
サ
ン
ガ
・
ア
グ
ン
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（Sangha 

Agung Indonesia

）
と
改
称
し
た
。
し
か
し
、
後
述
の
理
由
か

ら
、
一
九
七
六
年
に
は
サ
ン
ガ
・
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
（Sangha Theravada Indonesia

）
が
分
離
独
立
し
、
一
九

七
八
年
に
は
サ
ン
ガ
・
マ
ハ
ー
ヤ
ー
ナ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア（Sangha 

M
ahayana Indonesia

）
が
独
立
し
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
は
現
在
に
至
る
ま
で
、
三
つ
の
サ
ン
ガ
が
鼎
立
す
る
状
態
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
仏
乗
思
想

　

ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
唱
導
し
た
仏
教
の
特
徴
と
し
て
、

主
に
三
つ
の
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
仏
乗
（
ブ
ッ
ダ

ヤ
ー
ナ
、Buddhayana

）
の
立
場
、
第
二
は
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ

（Adi Buddha

、
原
初
仏
）
の
導
入
、
第
三
は
中
国
的
要
素
の
排

写真２　Vihara Buddha Gaya (Semaran) の 
観音堂（同 Vihara のパンフレットより）
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除
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
彼
自
身
の
信
仰
の
み
か

ら
導
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
第
二
と
第
三
の
特
徴
に
関

し
て
は
、
ス
ハ
ル
ト
体
制
下
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
仏
教
を
存
続
さ

せ
る
た
め
の
戦
略
で
も
あ
っ
た
と
み
な
す
方
が
妥
当
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
一
の
立
場
か
ら
見
て
い
こ
う
。
彼
は
「
純
粋
な
仏
教
」
は

存
在
し
な
い
と
主
張

）
10
（

し
、
仏
教
各
派
の
様
々
な
立
場
を
尊
重
す
る
姿

勢
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
は
彼
自
身
の
仏
教
遍
歴
が
影

響
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
彼
は
幼
少
時
か
ら
両
親
の
影
響

で
熱
心
な
観
音
信
仰
を
抱
い
て
お
り
、
そ
れ
を
終
生
捨
て
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
一
方
で
、
学
生
時
代
に
は
神
智
学
協
会
に
入
会
し
、
西

欧
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
成
果
を
学
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
臨
済
宗

の
沙
弥
と
な
り
、後
に
ビ
ル
マ
で
上
座
仏
教
の
比
丘
に
な
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
仏
教
遍
歴
も
、
彼
の
自
発
的
な
選
択
と
い

う
よ
り
は
、
偶
然
の
要
素
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
と
言

う
の
も
、
彼
が
神
智
学
協
会
に
入
会
し
た
の
は
、
菜
食
主
義
の
友
人

が
欲
し
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
臨
済
宗
で
沙
弥
に
な
っ
た
の

は
、
当
時
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
は
中
国
系
の
寺
院
し
か
存
在
し
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
外
国
の
寺
院
へ
留
学
す
る
に
あ
た
り
、

当
初
、
彼
は
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
の
渡
航
を
希
望
し
て
い
た
と
い
う
。
こ

れ
は
、
彼
が
華
人
で
あ
り
な
が
ら
中
国
語
を
話
せ
な
か
っ
た
こ
と

と
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
旧
知
の
ナ
ー
ラ
ダ
長
老
が
い
た
た
め
で
あ

る
。
し
か
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ヴ
ィ
ザ
は
発
給
さ
れ
ず
、
か
わ
り
に

ビ
ル
マ
か
ら
ヴ
ィ
ザ
を
与
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
国
で
マ
ハ
ー
シ

長
老
に
師
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
ビ
ル
マ
政
府
の
推
薦
に
よ

る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ

）
11
（

る
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
遍
歴
を
経
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
彼
は
一

部
の
仏
教
の
立
場
に
偏
る
よ
り
も
、
あ
ら
ゆ
る
仏
教
の
立
場
を
尊
重

す
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
と
し
て
の
自
覚
か
ら
、
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
を
生
ん
だ
古
代
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
仏
教
に
対
す
る
誇
り
も
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
上

座
と
大
乗
の
み
な
ら
ず
、
古
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
、
さ
ら
に
は
金

剛
乗
を
も
含
む
、
包
括
的
な
仏
教
の
構
築
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、「
彼
が
目
指
し
た
の
は
、
は
る
か
昔
シ
ュ
リ
ー

ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
王
国
な
ど
が
栄
え
た
時
代
に
根
づ
い
て
い
た
で
あ
ろ
う

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
古
来
の
仏
教
」
の
復
興
で
あ
っ

）
12
（

た
」
と
い
う
津
田

浩
司
氏
の
評
価
は
適
切
な
も
の
で
は
な
い
。

　

確
か
に
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
遷
化
の
後
、
そ
の
葬
儀

は
本
人
の
遺
言
に
よ
り
、
古
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
徒
の
末
裔
が
多
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く
住
む
と
い
う
ス
マ
ト
ラ
島
南
端
の
バ
ン
ダ
ル
・
ラ
ン
プ
ン
で
行
わ

れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
華
人
仏
教
徒
が
大
半
を
占
め
る
ジ
ャ
カ
ル

タ
で
葬
儀
を
行
え
ば
、
彼
が
主
導
し
た
仏
教
は
、
所
詮
、
華
人
の
も

の
だ
っ
た
と
い
う
誤
解
を
招
く
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
で
あ

）
13
（

る
。
そ
の

一
方
で
、
彼
の
葬
儀
は
大
乗
仏
教
、
端
的
に
は
禅
宗
の
作
法
に
も
と

づ
い
て
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
五
九
年
に
彼
が
主
催
し
た
国
際

的
な
ワ
イ
サ
ク
祭

に
、
上
座
仏
教
で

は
な
い
日
本
の
僧

侶
を
招
い
た
理
由

を
尋
ね
る
と
、
彼

は
「
我
々
は
同
じ

仏
教
徒
な
の
だ
」

と
答
え
る
の
み
で

あ
っ

）
14
（

た
。
彼
は
従

来
の
枠
組
み
や
し

が
ら
み
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
立
場
に

従
う
す
べ
て
の
仏
教
徒
を
結
集
し
な
け
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
信
者
が

大
多
数
を
占
め
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
仏
教
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
不

可
能
だ
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
伝
統
的
な
仏
教
の
枠
組

み
の
存
在
し
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
の
な
い
仏
教
の
あ
り
方
を
創
出
で
き
る
と
も
考
え
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
が
、
彼
の
唱
導
し
た
「
仏
乗
」
の
理
念
で
あ

り
、
現
代
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
ふ
さ
わ
し
い
仏
教
だ
と
考
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
象
徴
的
な
例
は
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が

後
半
生
の
活
動
拠
点
と
し
た
チ
パ
ナ
ス
の
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
サ
キ
ャ
ワ

ナ
ラ
ン
（Vihara Sakyaw

anaran

）
に
お
い
て
、
自
ら
の
た
め

に
設
け
て
い
た
祭
壇
（
写
真
３
）、
あ
る
い
は
、
同
寺
に
隣
接
す
る

女
性
信
者
の
自
宅
の
一
室
に
、
彼
の
た
め
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
礼
拝

室
（
写
真
４
）
の
様
子
に
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
こ
の
後
者
の

礼
拝
室
に
は
、
上
座
式
の
釈
迦
牟
尼
像
、
大
乗
式
の
釈
迦
、
阿
弥

陀
、
薬
師
の
三
如
来
や
観
音
菩
薩
を
は
じ
め
と
す
る
仏
菩
薩
像
、
金

剛
乗
式
の
諸
尊
格
像
、
そ
れ
に
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
「
世

師
（guru jagad

）」
と
呼
ん
で
信
奉
し
て
い
た
イ
ン
ド
の
サ
イ
・

バ
バ
の
写
真
や
、
来
臨
す
る
彼
の
た
め
の
椅
子
な
ど
が
並
べ
ら
れ
て

　 写真３　Vihara Sakyawanaran (Cipanas) の
Ashin Jinarakkhita 師の個人的祭壇 

（1997年11月３日撮影）
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い
た
。
そ
の
様
子

は
、
決
し
て
「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
古
来

の
仏
教
」
を
表
す

も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
あ
ら
ゆ

る
立
場
の
仏
教
を

包
括
す
る
、「
仏

乗
」
思
想
の
モ
デ

ル
・
ル
ー
ム
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

四
、
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
の
導
入

　

ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
説
く
仏
教
の
第
二
の
特
徴
は
、

ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
の
導
入
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

建
国
五
原
則
（Panca Sila

）
の
第
一
条
「
唯
一
神
へ
の
信
仰

（Ketuhanan Yang M
aha Esa

）」
に
対
す
る
応
答
と
し
て
発
案

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
特
に
こ
の
条
項
が
問
題
に
な
っ
た

の
は
、
一
九
六
五
年
九
月
三
十
日
に
起
こ
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
共
産
党

ク
ー
デ
タ
ー
事
件
」
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
後
、
同
国
で
は
共

産
党
が
非
合
法
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
無
宗
教
者
と
無
神
論
者
は
共

産
主
義
者
だ
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
国
民
の
す
べ
て
が
国
家

の
公
認
す
る
「
宗
教
（Agam

a

）」
に
帰
属
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
「
宗
教
」
と
し
て
公
認
さ
れ
る
た
め
の
条

件
と
し
て
求
め
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
条
項
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
と
そ
の
周
囲
の
人
々
は
、
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
、
古
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
の
聖
典
で
あ
る
『
聖
大
乗

論(Sang H
yang Kam

ahāyānikan )

』
か
ら
「
ア
ー
デ
ィ
・

ブ
ッ
ダ
」
の
概
念
を
取
り
入
れ
て
、
そ
れ
を
仏
教
に
お
け
る
「
唯
一

神
」
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
後
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、

一
九
七
五
年
六
月
二
三
日
に
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
を
仏
教
の
「
唯
一

神
」
と
み
な
す
こ
と
が
政
府
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
一
九
七
八
年
に

は
仏
教
が
「
宗
教
」
と
し
て
正
式
に
認
め
ら
れ

）
15
（

た
。
し
か
し
、
特
に

純
粋
な
上
座
仏
教
を
志
向
し
た
人
々
に
と
っ
て
、
こ
の
「
ア
ー

デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
」
の
概
念
は
受
け
入
れ
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら

は
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
と
袂
を
分
か
っ
て
独
自
の
サ
ン
ガ
を

写真４　Vihara Sakyawanaran (Cipanas) に隣接
する私宅に設けられた Ashin Jinarakkhita 師 

専用祭壇の一部（2002年４月30日撮影）
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結
成
す
る
と
と
も
に
、
絶
対
的
で
無
限
定
な
涅
槃
（N

ibbana

）
を

唯
一
最
高
の
「
神
性
（Ketuhanan

）」
だ
と
主
張
し
て
、
建
国
五

原
則
の
第
一
条
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
反
論
を
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
は

終
生
、
心
底
か
ら
は
受
け
入
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
九
九
七
年
十
一
月
に
私
が
二
日
間
で
数
時
間
に
及
ぶ
イ
ン
タ

ヴ
ュ
ー
を
行
っ
た
際

）
16
（

に
、
常
に
温
和
な
表
情
で
応
答
し
て
い
た
彼

が
、
こ
の
問
題
を
語
る
時
だ
け
は
厳
し
い
表
情
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、「「
涅
槃
」
の
概
念
で
は
「
唯
一
神
」
を
要
求
す
る
政
府
を
満
足

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
語
り
、
続
け
て
「
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ

ダ
を
受
け
入
れ
た
の
は
、
仏
教
を
守
る
た
め
だ
っ
た
」
と
言
明
し
て

沈
黙
し
た
。
そ
の
時
に
私
た
ち
の
間
を
覆
っ
た
緊
迫
し
た
雰
囲
気

を
、
私
は
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
既
に
旧
稿
で

も
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
に
と
っ

て
、
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
の
導
入
は
、
少
な
く
と
も
当
初
に
お
い
て

は
宗
教
的
な
理
由
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
政
治
的
な
理
由
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
と
み
て
間
違
い
な

）
17
（

い
。

　

確
か
に
、
一
九
七
九
年
に
は
、
仏
乗
教
団
と
他
の
す
べ
て
の
仏
教

団
体
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
徒
大
会

（Kongres U
m

at Buddha Indoensia

）
に
お
い
て
、「
す
べ
て

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
諸
派
は
「
唯
一
神
」
を
信
じ
る
こ
と
」、
並

び
に
、「
す
べ
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
﹇
仏
教
﹈
諸
派
は
「
唯
一
神
」

を
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
名
称
で
呼
ぶ
が
、
そ
れ
ら
は
そ
の
本
質
に
お

い
て
同
一
で
あ
る
こ
と
」
が
合
意
さ
れ

）
18
（

た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は

ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
の
概
念
が
政
府
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
仏
教
が

「
唯
一
神
」
を
奉
ず
る
「
宗
教
」
で
あ
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
た
一
九

七
八
年
よ
り
も
後
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ

キ
タ
師
に
と
っ
て
は
、
自
ら
が
唱
導
し
た
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
の
存

在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
仏
教
は
「
宗
教
」
と
し
て
公
認
さ
れ
た
と

い
う
自
負
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
を
受
け
る
こ
と
は
、
や
は

り
納
得
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
、
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
に
対
す
る
解
釈
は
、
既
に
ア
シ
ン
・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
生
前
か
ら
、
彼
の
周
辺
の
人
々
の
間
で
は
よ
り

柔
軟
な
も
の
に
変
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
先
述
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
徒
大
会
の
合
意
が
大
き
な
意
義
を

持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
一
九
六
六
年
頃
か
ら
ア
シ
ン
・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
に
師
事
し
て
お
り
、
現
在
も
仏
乗
教
団
で
教
義
的

に
指
導
的
な
立
場
に
あ
る
ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
ダ
・
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
・
ム
ク
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テ
ィ
（Krishnanda W

ijaya M
ukti

）
氏
は
、
私
が
二
〇
〇
一
年

三
月
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
中
で
次
の
よ
う
な
説
明
を
さ
れ
て

い
）
19
（

る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
は
サ
ン
ガ
・
テ
ー
ラ

ヴ
ァ
ー
ダ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
々
が
主
張
す
る
「
涅
槃
」
と
同
じ

概
念
で
あ
り
、
形
な
き
「
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
非
人
格
的

存
在
に
し
て
、
究
極
的
か
つ
絶
対
的
な
実
在
で
あ
る
。
無
論
、
そ
れ

は
創
造
主
で
は
な
く
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
似

て
い
る
が
、
同
じ
も
の
で
は
な
い
。「
ダ
ル
マ
（
法
）」
は
ア
ー

デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
れ
で
あ
り
、
諸
仏
は
ア
ー

デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
の
顕
現
し
た
姿
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ー

デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
に
対
す
る
崇
拝
は
、
ど
の
方
角
に
向
か
っ
て
行
っ
て

も
よ
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

仏
乗
教
団
に
お
け
る
法
要
の
中
で
、
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
に
対
す

る
拝
礼
は
一
九
七
二
年
に
初
め
て
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ

）
20
（

る
。
そ

の
後
、
同
教
団
で
は
法
要
の
初
め
に
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
に
対
す
る

帰
依
文
（N

am
o Sang H

yang Ādi Buddhāya

）
を
三
回
唱
え

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
方
式
は
、
現
在
も
同
教
団
の
寺
院
に

お
い
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

五
、
中
国
的
要
素
の
排
除

　

一
九
六
五
年
の
「
共
産
党
ク
ー
デ
タ
ー
事
件
」
を
き
っ
か
け
と
し

て
成
立
し
た
ス
ハ
ル
ト
体
制
は
、
共
産
党
を
非
合
法
化
し
、
そ
れ
に

伴
っ
て
中
国
と
の
外
交
関
係
が
悪
化
す
る
と
、
そ
れ
以
前
か
ら
問
題

と
さ
れ
て
い
た
華
人
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
へ
の
「
同
化
」
を
強
要

し
た
。
こ
こ
で
い
う
「
同
化
」
と
は
、
華
人
が
自
発
的
に
「
華
人

性
」
を
捨
て
去
る
こ
と
で
、
現
地
の
社
会
に
完
全
に
溶
け
込
む
こ
と

を
意
味
し
て
お

）
21
（

り
、
い
わ
ば
華
人
性
の
「
不
可
視

）
22
（

化
」
を
実
現
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
中
国
式
の
名
前
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

風
に
改
名
す
る
こ
と
や
、
中
国
の
民
族
的
な
文
化
を
社
会
の
表
面
か

ら
取
り
除
く
こ
と
、
看
板
な
ど
に
漢
字
を
使
用
し
な
い
こ
と
な
ど
が

求
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
六
七
年
に
は
、
中
国
的
な
宗
教
や
信

仰
、
慣
習
を
公
の
場
で
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
。
中
国
文
化
を
排

除
す
る
政
策
が
進
め
ら
れ
、
様
々
な
面
か
ら
華
人
に
対
す
る
圧
迫
が

加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
仏
教
界
に
お
い

て
も
、
こ
の
よ
う
な
政
府
の
方
針
に
沿
っ
た
改
革
を
行
う
こ
と
が
必

須
の
課
題
と
な
っ
た
。

　

た
だ
し
、
中
国
的
な
要
素
を
弱
め
て
い
く
こ
と
は
、
ア
シ
ン
・
ジ
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ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
自
身
が
そ
れ
以
前
か
ら
目
指
し
て
い
た
こ
と
で
も

あ
っ

）
23
（

た
。
と
言
う
の
も
、
仏
教
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
根
付
か
せ
る
た

め
に
は
、
そ
れ
が
華
人
の
民
族
宗
教
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
和
ら
げ

る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
強
調
す
る
た

め
に
、
仏
教
は
イ
ス
ラ
ー
ム
が
浸
透
す
る
以
前
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
地
に
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
人
々
に
印
象
付
け
よ
う
と
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
を
そ
の
象
徴
と
し
て
利
用
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
彼
が
一
九
五
三
年
に
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
で
ワ
イ
サ
ク
祭
を

行
っ
た
の
は
、
津
田
氏
が
主
張
す
る
よ
う
に
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
古
来

の
仏
教
」
の
復
興
を
目
指
す
た
め
で
は
な

）
24
（

く
、
む
し
ろ
、
仏
教
が
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
古
来
か
ら
存
在
す
る
も
の
で
、
中
国
の
民
族
宗
教
で

は
な
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
そ
れ
は

神
智
学
協
会
員
が
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
で
ヴ
ェ
ー
サ
カ
祭
を
行
っ
た
記

憶
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
で
、
西
欧
の
知
識
人
さ
え
も
が
仏
教
を
尊
重

し
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
は
、
仏
教
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
か

つ
て
存
在
し
た
宗
教
で
あ
る
と
と
も
に
、
中
国
の
み
な
ら
ず
、
世
界

的
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
普
遍
宗
教
で
あ
る
こ
と
を
印
象
付
け
よ
う
と

し
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
九
五
九
年
に
は
大
乗
仏
教
を
奉
ず
る

日
本
を
も
含
め
、
五
カ
国
か
ら
比
丘
を
招
い
て
国
際
的
な
ワ
イ
サ
ク

祭
を
挙
行
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
祭
典
が
新
聞
な
ど
で
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
仏
教
に
対
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
国
民
の
意
識
は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

仏
教
は
中
国
の
民
族
宗
教
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
一
般
的
な
意
識
を
軽

減
さ
せ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
古
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
徒
の
末
裔

と
さ
れ
る
者
た
ち
に
向
け
ら
れ
て
い
た
、
仏
教
徒
は
「
愚
か
者
」
で

あ
る
と
い
う
認
識
も
取
り
除
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

）
25
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
仏
教
が
中
国
の
民
族
宗
教
で
あ
り
、
華
人
の
み
の

も
の
だ
と
い
う
評
価
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ

タ
師
は
仏
教
寺
院
に
お
い
て
も
可
能
な
限
り
中
国
的
な
要
素
を
排
除

す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。
寺
院
内
の
装
飾
と
し
て
の
漢

字
や
、
龍
、
鳳
凰
、
麒
麟
、
虎
な
ど
の
図
柄
の
使
用
を
取
り
や
め
、

中
国
の
民
間
信
仰
に
由
来
す
る
雑
多
な
神
々
を
祀
る
こ
と
を
制
限
し

た
。
ま
た
、
中
国
の
寺
廟
で
用
い
ら
れ
る
巨
大
な
線
香
や
ロ
ウ
ソ
ク

の
使
用
を
中
止
す
る
と
と
も
に
、
葬
儀
な
ど
に
お
い
て
紙
銭
な
ど
を

焼
却
す
る
儀
礼
を
廃
止
し
た
。
こ
う
し
て
、
過
剰
な
装
飾
が
取
り
除

か
れ
る
こ
と
で
、
寺
院
の
内
部
は
明
る
く
広
々
と
し
て
、
清
潔
感
に

あ
ふ
れ
る
空
間
と
な
っ

）
26
（

た
。
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そ
の
一
方
で
、
実
に
興
味
深
い
の
は
、
寺
院
で
行
わ
れ
る
法
要
の

様
子
で
あ
る
。
非
常
に
多
く
の
信
者
が
集
ま
っ
て
行
わ
れ
る
儀
式
の

中
で
、
人
々
は
指
導
者
の
指
示
に
従
っ
て
声
を
合
わ
せ
て
読
経
を
し

た
り
、
帰
依
文
を
唱
え
た
り
す
る
。
ま
た
、
短
い
時
間
で
は
あ
る
が

必
ず
瞑
想
の
時
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
人
々
は
あ
ぐ
ら
の
よ
う
な

形
で
床
に
座
り
、
法
界
定
印
を
組
ん
で
目
を
閉
じ
る
。
そ
の
情
景

は
、
確
か
に
仏
教
寺
院
の
そ
れ
で
あ
る
（
写
真
５
）。
し
か
し
、
そ

の
人
々
が
一
斉
に
両
手
と
頭
を
床
に
つ
け
て
、
少
し
尻
を
上
げ
な
が

ら
拝
礼
を
行
う
情
景
は
、
中
国
的
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
メ
ッ
カ

に
向
か
っ
て
集
団
礼
拝
を
行
う
イ
ス
ラ
ー
ム
信
者
の
そ
れ
に
近
い

（
写
真
６
）。
も
っ
と
も
、
日
本
の
禅
宗
寺
院
な
ど
に
お
い
て
も
、
僧

侶
が
拝
礼
を
行
う
際
に
は
そ
れ
と
同
じ
姿
勢
を
と
る
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
時
で
さ
え
も
、
一
般
の
参
列
者
は
正
座

を
し
な
が
ら
合
掌
を
し
て
、
少
し
頭
を
垂
れ
る
程

度
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
参
列
者
が
残
ら
ず
同
じ

姿
勢
を
と
り
、
一
斉
に
低
頭
を
す
る
情
景
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
寺
院
な
ら
で
は
の
光
景
で
あ

ろ
う
。
人
口
の
大
多
数
が
イ
ス
ラ
ー
ム
信
者
で
あ

る
同
国
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
溶
け
込
む
よ
う
な
信

仰
の
形
態
が
編
み
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
の

点
に
こ
そ
、
現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
ふ
さ
わ
し
い

仏
教
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

写真５　Vihara Ekayana Arama (Jakarta) にて
（2019年５月19日 Waisak 祭で撮影）

写真６　同上
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六
、
仏
教
界
を
取
り
巻
く
二
十
年
の
変
化

　

と
こ
ろ
で
、
私
が
初
め
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
寺
院
を
訪
れ
た

の
は
、
一
九
九
七
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
日
本
を
出
発
す

る
前
に
同
国
の
仏
教
事
情
の
情
報
を
集
め
よ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、

有
効
な
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
唯
一
、
一
九

七
四
年
に
同
国
の
仏
教
寺
院
を
訪
問
さ
れ
て
い
た
前
田
惠
學
氏
の
報

告
書
が
あ
っ
た
も
の
の
、
当
時
、
同
氏
が
訪
問
し
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
、

並
び
に
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
寺
院
は
、
い
ず
れ
も
個
人
の
邸
宅
に

付
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
住
所
も
わ
か
ら
な

か
っ

）
27
（

た
。
結
局
、
何
の
情
報
も
な
い
ま
ま
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
出
か

け
、
物
見
遊
山
で
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
、
ボ
ロ
ブ

ド
ゥ
ー
ル
の
公
園
内
に
あ
る
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
の

従
業
員
か
ら
、
ム
ン
ド
ゥ
遺
跡
の
隣
に
仏
教
寺
院
が
あ
る
と
の
情
報

を
入
手
し
た
。
翌
日
、
そ
の
寺
院
、
す
な
わ
ち
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
ム
ン

ド
ゥ
（Vihara M

endut

）
を
訪
問
す
る
と
、
幸
い
に
し
て
住
職
の

パ
ン
ニ
ャ
ヴ
ァ
ロ
ー
（Pannavaro

）
師
に
面
会
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
後
で
わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
寺
院
は
サ
ン
ガ
・
テ
ー

ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
属
し
て
お
り
、
パ
ン
ニ
ャ
ヴ
ァ

ロ
ー
師
は
そ
の
中
心
的
な
比
丘
で
あ
っ
た
。
彼
か
ら
ア
シ
ン
・
ジ
ナ

ラ
ッ
キ
タ
師
と
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ

（Vihara Ekayana

）
の
情
報
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
を
訪
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
当
時
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教

に
関
す
る
情
報
が
な
か
っ
た
の
か
。
無
論
、
そ
の
最
大
の
理
由
は
、

国
民
の
大
半
が
イ
ス
ラ
ー
ム
信
者
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
仏
教
徒

が
存
在
す
る
こ
と
自
体
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
故
に
、
同
国
の

仏
教
に
対
す
る
調
査
や
研
究
は
、
わ
が
国
で
は
前
述
の
前
田

）
28
（

氏
と
石

井
米
雄

）
29
（

氏
に
よ
っ
て
わ
ず
か
に
行
わ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
に
あ
っ
て
も
、

仏
教
界
は
自
ら
の
情
報
発
信
を
極
力
控
え
て
い
た
。
と
言
う
の
も
、

仏
教
界
で
は
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
国
家
か
ら
様
々
な
関
与
や

圧
力
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
私
は
一
九
九

七
年
十
一
月
に
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
を
再
訪
し
、
同
寺
で

当
時
住
職
代
行
で
あ
っ
た
ア
ー
リ
ヤ
マ
イ
ト
リ
（Aryam

aitri

）
師

か
ら
同
国
仏
教
界
に
関
す
る
様
々
な
事
柄
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
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そ
の
際
に
、
仏
乗
教
団
に
属
す
る
寺
院
の
詳
細
な
分
布
を
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
ア
ー
リ
ヤ
マ
イ
ト
リ
師
の
顔
に
は
警
戒
の
色
が
浮
か
び
、

そ
の
質
問
の
意
図
を
詰
問
す
る
口
調
で
尋
ね
ら
れ
た
。
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
人
々
も
一
斉
に
緊
張
感
を
露
わ
に
さ
れ
た
た
め
、
私
は
そ

の
質
問
に
は
深
い
意
図
が
な
か
っ
た
こ
と
を
説
明
し
、
軽
率
な
問
い

を
詫
び
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
ス
ハ
ル
ト
体
制
の
末
期
に
、
仏
教
寺

院
を
取
り
巻
い
て
い
た
政
治
的
、
社
会
的
緊
張
感
の
一
端
を
、
肌
で

感
じ
た
思
い
が
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　

け
れ
ど
も
、
一
九
九
八
年
五
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
で
「
反
華

人
」
の
暴
動
が
発
生
し
、
同
月
二
一
日
に
ス
ハ
ル
ト
体
制
が
崩
壊
す

る
と
、
そ
れ
ま
で
推
進
さ
れ
て
い
た
華
人
の
「
同
化
」
政
策
は
一
転

し
て
放
棄
さ
れ
た
。
華
人
差
別
を
正
当
化
す
る
様
々
な
法
令
が
廃
止

さ
れ
、
華
人
独
自
の
政
党
や
団
体
が
結
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
公
的
な

場
で
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
華
語
に
よ
る
新
聞
や
雑
誌
の
発

行
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
映
も
復
活
し
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年

一
月
十
七
日
に
は
、
一
九
六
七
年
以
来
続
け
ら
れ
て
い
た
中
国
的
な

宗
教
や
信
仰
、
慣
習
に
対
す
る
制
限
が
撤
廃
さ
れ
た
。
い
わ
ば
、
中

国
的
な
文
化
が
全
面
的
に
解
禁
さ
れ
た
の
で
あ

）
30
（

る
。
そ
の
結
果
、
同

国
の
仏
教
を
取
り
巻
く
情
勢
も
大
き
く
変
貌
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
第
一
に
指
摘
す
べ
き
は
、
中
国
的
な
要
素
の
速
や
か
な
復
活

で
あ
ろ
う
。
寺
院
の
中
に
中
国
風
の
提
灯
や
漢
字
の
装
飾
が
施
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
中
国
寺
院
特
有
の
布
袋
様
の
よ
う
な
弥
勒
像
や
、

獅
子
の
置
物
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
行
事
の
際
に

は
獅
子
舞
が
復
活
し
、
女
性
た
ち
に
よ
る
中
国
風
の
踊
り
が
披
露
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
紙
銭
の
焼
却
の
よ
う
に
、

「
純
粋
な
」
仏
教
に
反
す
る
慣
習
は
一
般
に
は
復
活
し
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
の
様
々
な
神
々
を
仏
教
寺
院
に
改
め
て
祀

る
動
き
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
脇
役
に
と
ど
め
ら
れ

て
お
り
、「
仏
教
」
寺
院
の
正
統
性
を
脅
か
す
も
の
で
は
決
し
て
な

い
。
三
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
中
国
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
制
限
さ
れ
、
簡
素
で
清
潔
感
に
あ
ふ
れ
る
寺
院
の
雰
囲
気
が
定
着

し
た
結
果
、
あ
え
て
線
香
の
煙
が
充
満
し
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
し
た

印
象
の
あ
る
中
国
風
の
寺
院
に
戻
そ
う
と
す
る
動
き
は
、
少
な
く
と

も
仏
教
界
に
お
い
て
は
芽
生
え
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
二
十
世
紀
の
末
以
降
、
世
界
的
な
規
模
で
大
乗

仏
教
の
布
教
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
が
台
湾
の
仏
教

界
で
あ
る
こ
と
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
言
う
の
も
、
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
を
除
き
、
大
乗
仏
教
の
経
典
の
多
く
は
中
国
語
（
漢
文
）
で
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書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
の
は
、
日
本

人
を
除
け
ば
大
半
が
華
人
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
中
国
語
で
書
か

れ
た
経
本
や
布
教
書
、
あ
る
い
は
中
国
語
に
よ
る
読
経
の
録
音
な
ど

が
多
く
利
用
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
本
土
に
お

け
る
仏
教
の
布
教
と
研
究
は
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
急
速
な

進
展
を
見
せ
て
い
る
と
は
言

）
31
（

え
、
そ
れ
よ
り
も
一
日
の
長
が
あ
っ
た

の
は
台
湾
仏
教
界
で
あ
っ
た
。
台
湾
仏
教
は
、
中
国
本
土
の
民
族
主

義
的
な
信
仰
と
は
異
な
り
、
近
代
の
学
問
的
成
果
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
二
十
世
紀
後
半
に
大
き
く
発
展
し
た
も
の
で
あ

）
32
（

る
。
そ
の
よ
う

な
台
湾
で
作
成
さ
れ
た
仏
教
の
書
籍
や
録
音
を
手
本
に
す
る

人
々

）
33
（

が
、
旧
来
の
中
国
的
な
要
素
に
ま
み
れ
た
「
仏
教
」
に
回
帰
す

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ

）
34
（

る
。

　

さ
ら
に
仏
乗
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
大
乗
仏
教
の
み
な
ら
ず
、
上

座
仏
教
も
手
本
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
中
国

的
な
要
素
ば
か
り
を
強
調
し
、
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
上
座
仏
教
寺
院

か
ら
か
け
離
れ
る
こ
と
も
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
実
際
の

と
こ
ろ
、
近
年
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
徒
た
ち
が
東
南
ア
ジ
ア

各
国
の
仏
教
遺
跡
や
寺
院
を
訪
れ
た
り
、
反
対
に
、
諸
外
国
の
比
丘

を
招
聘
し
て
仏
教
講
演
会
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
が
積
極
的
に
行
わ

れ
て
い

）
35
（

る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
で
あ
る

仏
教
徒
た
ち
が
、
中
国
的
な
要
素
に
固
執
す
る
必
然
性
は
も
は
や
認

め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
国
的
な
要
素
が
復
活
し
た
と
は
言
え
、

そ
の
利
用
は
あ
く
ま
で
使
い
勝
手
の
良
い
も
の
を
取
捨
選
択
し
た
上

で
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
第
二
に
指
摘
す
べ
き
点
は
、
二
〇
〇
六
年
に
、
寺
院
の
建

立
に
対
す
る
規
制
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
ハ

ル
ト
体
制
下
に
お
い
て
、
寺
院
の
建
立
に
は
政
府
の
許
可
が
必
要
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
条
件
が
撤
廃
さ
れ
て
、
地
域
住
民
の
合
意

を
得
る
こ
と
さ
え
で
き
れ
ば
、
寺
院
の
建
立
は
可
能
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
変
更
が
な
さ
れ
た
当
初
、
仏
教
界
で
は
、
イ

ス
ラ
ー
ム
信
者
が
大
半
を
占
め
る
同
国
内
で
は
、
従
来
以
上
に
寺
院

の
建
立
が
難
し
く
な
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
私
自
身
が

二
〇
〇
八
年
五
月
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ

で
伺
っ
た
見
解
で
あ

）
36
（

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
そ
れ
は
杞
憂

に
終
わ
っ
た
。
む
し
ろ
、
そ
れ
以
降
、
仏
教
寺
院
の
改
築
や
増
築
、

あ
る
い
は
敷
地
の
拡
張
な
ど
は
以
前
に
も
ま
し
て
活
発
化
し
て
い

る
。
例
え
ば
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
で
は
、
こ
の
頃
か
ら
周

辺
の
土
地
や
建
物
を
次
々
と
取
得
し
て
お
り
、
二
〇
一
六
年
に
は
ス
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カ
ル
ノ
・
ハ
ッ
タ
空
港
近
郊
の
ス
ル
ポ
ン
（Serpong

）
に
別
院
を

開
創
す
る
な
ど
、
そ
の
規
模
の
拡
張
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

る
。
た
だ
し
、
積
極
的
な
布
教
を
し
て
新
規
の
信
者
を
獲
得
す
る
こ

と
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
信
者
と
の
間
で
軋
轢
を
生
む
危
険
性
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
そ
う
し
た
布
教
活
動
は
一
部
の
団
体
を
除
い
て
行
っ
て

い
な
い
。
こ
の
方
針
は
従
来
ど
お
り
で
あ
り
、
特
に
変
更
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

過
去
二
十
年
の
変
化
と
し
て
第
三
に
挙
げ
る
べ
き
点
は
、
仏
教
界

か
ら
の
情
報
発
信
の
活
発
化
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
ス

ハ
ル
ト
体
制
下
に
お
け
る
仏
教
寺
院
は
情
報
の
発
信
に
か
な
り
慎
重

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
体
制
の
転
換
後
、
華
人
と
そ
の
文
化
へ
の

抑
圧
政
策
が
廃
止
さ
れ
、
言
論
や
結
社
の
自
由
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
華
人
、
並
び
に
仏
教
関
係
者
に
よ
る
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て

の
情
報
発
信
が
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
、
各
種
の
仏
教
団
体
の
み
な
ら

ず
、
個
々
の
信
者
に
よ
る
情
報
発
信
は
無
制
限
に
拡
大
し
て
い
る
。

私
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
事
情
を
紹
介
す
る
最
初
の
論
文
を
著
し

た
二
十
年
前
と
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
ま
っ
た
く
事
情
が
変
わ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
情
報
発
信
の
自
由
化
と
、
華
人
に
対
す
る
抑
圧
政
策

の
廃
止
に
よ
り
、
近
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
華
人
を
対
象
と
す
る
研

究
が
わ
が
国
で
も
活
性
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
現
代
仏
教
に
対
す
る
関
心
も
世
界
的
に
高
ま
っ
て
お
り
、

調
査
や
研
究
の
成
果
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
て
い

）
37
（

る
。
と
り
わ
け
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
と
彼
が
創
設
し
た

仏
乗
教
団
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
近
年
で
は

そ
れ
以
外
の
団
体
を
も
視
野
に
入
れ
た
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
わ
が
国
で
は
同
国
の
仏
教
事
情
に
対
す
る
関
心
は
ほ
と

ん
ど
高
ま
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
同
国
に
仏
教
徒
が
存
在

す
る
こ
と
自
体
が
、
未
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
状
況
の
改
善

は
、
今
後
に
期
待
し
た
い
点
で
あ
る
。

七
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
記
憶
の
継
承

　

ス
ハ
ル
ト
体
制
の
崩
壊
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
現

代
仏
教
史
の
歯
車
を
大
き
く
動
か
し
た
出
来
事
が
、
二
〇
〇
二
年
四

月
十
八
日
に
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
遷
化
さ
れ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
十
八
年
の
歳
月
を
経
て
、
出
家
者
の
中
に
も
在

家
信
者
の
中
に
も
、
彼
を
直
接
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
て
い
る
。
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こ
の
点
に
関
連
し
て
、
か
つ
て
の
仏
教
界
で
指
導
的
な
立
場
に

あ
っ
た
者
た
ち
の
多
く
は
、
何
ら
か
の
形
で
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ

タ
師
に
師
事
し
た
経
験
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
彼
の
葬
儀
に
際

し
て
は
、
仏
乗
以
外
の
教
団
に
属
す
る
比
丘
た
ち
も
多
数
参
列
し
て

い
た
。
し
か
し
、
現
在
、
そ
う
し
た
他
教
団
に
お
い
て
、
ア
シ
ン
・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
と
の
関
係
性
を
追
慕
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
仏
乗
教
団
は
常
に
彼
の
指
導
の
も
と
に
あ
り
、
彼
を
精
神

的
な
支
柱
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
そ
れ
故
、
彼
の
記
憶
を
後

の
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
が
、
同
教
団
に
と
っ
て
は
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
同
教
団
に
お
い
て
は
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ

キ
タ
師
の
記
憶
と
と
も
に
、
同
国
仏
教
界
、
ひ
い
て
は
仏
乗
教
団
が

歩
ん
で
き
た
道
程
を
、
次
世
代
に
継
承
す
る
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
い

る
。

　

ま
ず
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
健
在
で
あ
っ
た
一
九
九
五

年
に
、
彼
の
伝
記
が
既
に
エ
デ
ィ
・
ジ
ュ
ア
ン
ガ
リ
（Edij 

Juangari

）
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い

）
38
（

た
。
同
書
を
ま
と
め
る

に
あ
た
り
、
ジ
ュ
ア
ン
ガ
リ
氏
は
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
周

辺
に
い
た
多
く
の
人
々
に
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
同
書
の
中
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
復
興
運
動
の
歩
み
が
生

き
た
形
で
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
書
籍
は
、
同
国
の
現

代
仏
教
史
を
研
究
す
る
人
々
に
よ
っ
て
第
一
級
の
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
仏
乗
教
団
の
信
者
に
と
っ
て
も
必
読

の
書
と
な
っ
て
お
り
、
遷
化
ま
で
の
部
分
が
加
筆
さ
れ
た
上
で
、
現

在
も
版
を
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
仏
乗
教
団
で
は
、
様
々
な
式
典
や
法
要
の
際
に
ア
シ
ン
・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
事
跡
に
触
れ
る
講
話
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

彼
の
葬
儀
の
様
子
や
、
彼
を
追
慕
す
る
映
像
を
、
い
つ
で
も
観
覧
で

き
る
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
配
信
し
て
い

）
39
（

る
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
一
二
年
に
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外
に
ア
シ
ン
・
ジ
ナ

ラ
ッ
キ
タ
師
の
名
前
を
冠
し
た
仏
教
教
育
セ
ン
タ
ー
（Prasada 

Jinarakkhita

）
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
一
階
に
彼
の
記
念
館
（Balai 

Kenangan Ashin Jinarakkhita

）
が
開
設
さ
れ
て
い

）
40
（

る
。
こ
の

記
念
館
の
中
央
に
は
、
瞑
想
す
る
姿
の
彼
の
等
身
像
が
安
置
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
手
前
に
は
、
荼
毘
の
際
に
出
現
し
た
舎
利
が
公
開
の
形

で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
周
囲
に
は
数
多
く
の
写
真
や
彼
が
生

前
に
使
用
し
て
い
た
物
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ

ラ
ッ
キ
タ
師
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
界
の
歴
史
を
俯
瞰
で
き
る
構
成
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に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
チ
パ
ナ
ス
の
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
サ
キ
ャ
ワ
ナ
ラ
ン
（
写
真

７
）
に
は
、
彼
の
遺
骨
を
安
置
し
た
墓
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
同
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
の
講
堂
で
は
、
そ
の
正
面
に
彼
の
等
身
像
が

安
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
周
囲
に
は
活
動
の
軌
跡
を
伝
え
る
パ
ネ
ル

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
同
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
に
は
幾
つ
も
の
建
物
が
散
在
す
る
が
、

そ
の
中
の
一
つ
に
、
か
つ
て
彼
が
居
住
し
て
い
た
部
屋
が
あ
っ
た
。

そ
の
部
屋
で
、
私
は
一
九
九
七
年
十
一
月
に
彼
に
対
す
る
イ
ン
タ

ヴ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
こ
は

彼
の
個
人
的
な
生
活
の
場
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
様
子
を
旧
稿
に
記

す
こ
と
は
遠
慮
し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
遷
化
か
ら
十
八
年
を
経
た

今
日
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
状
況
を
不
確
か
な
部

分
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
簡
単
に
記
録
し
て
お
く
こ

と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
軒
先
を
貫
く
幅
一
間
半
程
の
ベ
ラ
ン
ダ

を
兼
ね
た
通
路
が
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師

が
信
者
に
応
対
す
る
場
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
日

常
を
過
ご
す
場
所
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
、
現
在
も
当
時
と
同
じ
よ
う
に
、
長
椅
子
や

テ
ー
ブ
ル
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
（
写
真
８
）。

こ
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
面
し
た
入
り
口
か
ら
、
奥
に

入
っ
て
い
く
幅
一
間
、
奥
行
二
間
程
度
の
廊
下
状

の
部
屋
が
あ
っ
た
。
そ
こ
が
食
堂
兼
書
斎
に
相
当

し
た
よ
う
で
あ
り
、
壁
際
に
簡
単
な
机
が
付
属
し

写真７　Vihara Sakyawanaran (Cipanas) 
（2019年５月18日撮影）

写真８　同上
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て
い
た
。
こ
こ
で
私
は
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
奥

に
は
少
し
広
め
の
バ
ス
ル
ー
ム
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一

方
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
見
て
、
こ
の
廊
下
状
の
部
屋
の
右
側
に
寝
室
が

存
在
し
た
。
ベ
ラ
ン
ダ
に
面
し
た
縦
横
一
間
程
度
の
小
部
屋
の
よ
う

で
、
部
屋
全
体
が
ベ
ッ
ド
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
は
、
こ
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
毎
朝
三
時
頃

か
ら
二
時
間
程
度
の
瞑
想
を
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
一

方
、
廊
下
状
の
部
屋
の
左
側
に
は
、
先
に
言
及
し
た
彼
の
個
人
的
な

祭
壇
を
祀
る
礼
拝
室
が
位
置
し
て
い
た
。

　

現
在
、
こ
の
建
物
の
中
の
二
つ
の
部
屋
に
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ

キ
タ
師
の
遺
品
な
ど
が
整
然
と
並
べ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
そ
の
部
屋
は
二
十
年
前
に
私
が
入
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
場
所
と

は
違
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
晩
年
に
部
屋
の
変
更
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
一
つ
の
部
屋
は
ベ
ラ
ン
ダ
に
面
し
た
八

畳
程
の
空
間
で
、
中
央
の
壁
際
に
は
何
体
か
の
仏
像
を
祀
る
祭
壇
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
部
屋
の
片
隅
に
は
、
彼
が
晩
年
に

使
用
し
て
い
た
車
椅
子
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
部
屋
を
抜
け
て
奥

へ
進
む
と
も
う
一
つ
の
十
畳
程
の
部
屋
が
あ
り
、
そ
の
中
央
の
壁
際

に
も
祭
壇
が
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
祭
壇
は
、
上

段
に
ア
シ
ン
・
ジ
ナ

ラ
ッ
キ
タ
師
の
写
真

や
日
常
使
用
し
て
い

た
様
々
な
遺
品
が
安

置
さ
れ
て
お
り
、
下

段
に
は
香
炉
や
花
、

供
物
な
ど
が
供
え
ら

れ
て
い
る
。
向
か
っ

て
右
側
に
は
、
彼
が

晩
年
に
利
用
し
て
い

た
ベ
ッ
ド
が
置
か

れ
、
頭
上
に
は
多
く

の
仏
像
が
祀
ら
れ
て

い
る
（
写
真
９
）。
一
方
、
祭
壇
の
左
側
に
は
椅
子
や
杖
な
ど
が
置

か
れ
て
お
り
、
祭
壇
の
向
か
い
側
に
も
愛
用
の
タ
ン
ス
や
椅
子
な
ど

が
置
か
れ
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
、
二
〇
〇
一
年
に
同
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
を
再
訪
し
た
時
に

は
、
境
内
の
一
角
に
新
し
い
建
物
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に

豪
華
な
ベ
ッ
ド
を
し
つ
ら
え
た
寝
室
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
信
者
の

写真９　Vihara Sakyawanaran (Cipanas) 
（2019年５月18日撮影）
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一
人
が
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
た
め
に
寄
進
し
た
も
の
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
終
生
そ
の
部
屋
を
使
う
こ
と
は
な

か
っ
た
と
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が

生
前
を
過
ご
し
た
個
人
的
な
空
間
は
、
極
め
て
質
素
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

八
、
二
十
年
を
振
り
返
っ
て

　

本
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
私
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
代

仏
教
に
関
す
る
最
初
の
論
文
を
著
し
て
か
ら
二
十
年
が
経
過
し
た
。

ま
た
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
葬
儀
の
記
録
を
発
表
し
た
の

が
十
七
年
前
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
レ
ポ
ー
ト
の
末
尾
で
、
私
は
そ

れ
ぞ
れ
の
時
期
に
感
じ
た
同
国
仏
教
界
の
課
題
を
指
摘
し
て
お
い

た
。
そ
れ
ら
の
検
証
を
行
う
こ
と
で
、
本
論
文
の
ま
と
め
と
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
二
十
年
前
の
拙
論
で
指
摘
し
た
事
柄
を
振
り
返
っ
て
み
よ

う
。
仏
乗
教
団
に
関
し
て
は
、
や
が
て
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師

が
遷
化
さ
れ
た
後
に
、
同
教
団
は
彼
に
代
わ
る
新
し
い
象
徴
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
失
敗
し
た
時
に
は
、
教

団
と
し
て
の
団
結
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
を

指
摘
し
た
。
同
時
に
、
ス
ハ
ル
ト
体
制
の
崩
壊
の
直
後
に
著
し
た
同

論
文
で
は
、
や
が
て
共
産
党
が
復
権
し
た
り
、
無
神
論
が
容
認
さ
れ

る
時
代
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
に
、
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ

の
概
念
は
生
き
残
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
指
摘
も
行
っ
て
い
た
。

　

上
座
仏
教
を
奉
ず
る
サ
ン
ガ
・
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
対
し
て
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
信
者
が
大
多
数
を
占
め
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
、
タ
イ
や
ス
リ
ラ
ン
カ
と
同
じ
様
式
の
仏
教
を
定
着
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
を
、
ま
た
、
大
乗
仏
教
を
奉
ず
る

サ
ン
ガ
・
マ
ハ
ー
ヤ
ー
ナ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
し
て
は
、
華
人
が

信
者
の
多
く
を
占
め
る
同
教
団
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
安
定
し
た
存

立
を
維
持
で
き
る
の
か
、
さ
ら
に
は
、
中
国
式
の
伝
統
か
ら
決
別
し

た
「
純
粋
な
」
大
乗
仏
教
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
と
い
う

問
題
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
教
団
に
共
通
す
る
問
題
と

し
て
、
当
時
、
民
族
や
宗
教
を
め
ぐ
る
対
立
が
続
発
し
て
い
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
状
況
に
鑑
み
て
、
仏
教
や
仏
教
徒
が
そ
う
し
た
対
立
に

巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
は
な
い
の
か
と
い
う
問
題
も
指
摘
し
て

い
）
41
（

た
。

　

一
方
、
十
七
年
前
の
論
文
で
は
、
特
に
仏
乗
教
団
に
限
定
し
な
が

ら
三
つ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
は
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
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ラ
ッ
キ
タ
師
を
失
っ
た
後
で
教
団
の
団
結
を
維
持
す
る
こ
と
の
難
し

さ
、
第
二
は
、
中
国
的
な
要
素
の
復
活
を
め
ぐ
る
、
華
人
と
そ
れ
以

外
の
信
者
と
の
間
の
確
執
の
可
能
性
、
そ
し
て
第
三
は
、
あ
ら
ゆ
る

仏
教
思
想
の
統
合
を
目
指
す
仏
乗
教
団
の
、
学
術
的
な
裏
付
け
を
も

つ
体
系
的
教
義
の
構
築
の
難
し
さ
で
あ
っ

）
42
（

た
。

　

こ
れ
ら
の
指
摘
の
中
で
、
ま
ず
は
仏
乗
教
団
の
問
題
を
検
証
し
て

み
よ
う
。
第
一
に
、
教
団
の
団
結
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て
は
、
実

に
幸
い
な
こ
と
に
、
外
部
の
観
察
者
の
勝
手
な
杞
憂
に
終
わ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
同
教
団
は
堅
固
な
団
結
の
も
と
、
出
家
者
と
在
家
者
と

の
緊
密
な
連
携
に
よ
っ
て
今
も
順
調
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
第
二

に
、
中
国
的
な
要
素
の
復
活
に
関
し
て
も
、
本
文
中
で
論
じ
た
よ
う

に
、
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
無
節
操
に
復
活
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
現
在
の
信
者
に
と
っ
て
、
使
い
勝
手
の
良
い
も
の
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
復
活
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仏

教
を
過
度
に
華
人
だ
け
の
も
の
と
す
る
よ
う
な
動
き
は
認
め
ら
れ
な

い
し
、
ま
た
、
そ
う
し
た
要
素
を
利
用
す
る
か
否
か
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
の
信
者
た
ち
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
華
人
の
信
者
が
多
い
寺
院
で
は
中
国
的
な
要
素
が
多
く
採

用
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
寺
院
で
は
、
そ
う
し
た
要
素

を
利
用
し
な
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
体
系
的
な
教
義
の

構
築
の
問
題
は
、
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
の
問
題
と
も
関
連
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
く
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

同
教
団
で
は
二
〇
〇
四
年
、
ス
マ
ト
ラ
島
の
バ
ン
ダ
ル
・
ラ
ン
プ
ン

に
高
等
教
育
研
究
機
関
（STIAB Jinarakkhita

）
を
設
立
し
、
そ

こ
で
仏
教
学
な
ど
の
研
究
も
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
機
関
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
独
自
の
教
義
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

よ
う
。

　

ち
な
み
に
、
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
に
対
す
る
信
仰
は
、
今
で
は
同

教
団
の
信
者
の
中
に
し
っ
か
り
と
定
着
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
青
年
層
と
高
齢
者
層
の
間
で
は
、
や
は
り
そ
の
受

け
止
め
方
に
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
幼

少
時
か
ら
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
に
対
す
る
帰
依
文
を
唱
え
て
い
た
青

年
層
に
と
っ
て
、
こ
の
信
仰
は
自
然
な
も
の
で
あ
り
、
あ
え
て
そ
の

意
味
を
問
い
直
す
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
彼
ら
に
と
っ
て

は
、
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
の
信
仰
こ
そ
が
自
ら
の
仏
教
信
仰
の
核
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
幼
少
時

か
ら
観
音
信
仰
に
親
し
ん
で
い
た
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
、

上
座
仏
教
の
比
丘
に
な
っ
て
も
そ
の
信
仰
を
終
生
守
り
続
け
た
こ
と
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に
共
通
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

）
43
（

る
。
一
方
、
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
の
信

仰
が
導
入
さ
れ
た
の
は
一
九
六
五
年
頃
だ
と
推
定
さ
れ

）
44
（

る
。
そ
れ
以

前
か
ら
仏
教
に
親
し
ん
で
い
た
人
々
に
と
っ
て
、
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ

ダ
の
概
念
は
、
現
在
の
青
年
層
の
よ
う
に
は
素
直
に
受
け
入
れ
難
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
信
仰
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
既
に
五
十

年
余
を
経
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
の
信
仰
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
仏
教
が

「
宗
教
」
と
し
て
公
認
さ
れ
た
と
は
い
え
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
そ
れ

を
後
付
け
の
借
り
物
の
よ
う
に
感
じ
る
気
持
ち
を
拭
い
去
る
こ
と
は

難
し
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
サ
ン
ガ
・
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
関
し
て

は
、
教
団
の
設
立
か
ら
五
十
年
を
経
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
自
の
上

座
仏
教
教
団
の
あ
り
方
を
確
立
し
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
私

は
二
〇
一
九
年
五
月
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
ダ
ン
マ

チ
ャ
ッ
カ
（Vihara D

ham
m

acakka

）
を
二
十
二
年
ぶ
り
に
再

訪
し
、
新
た
に
増
築
さ
れ
た
八
階
建
て
の
伽
藍
を
見
上
げ
る
と
と
も

に
、
住
職
の
ス
ケ
モ
（Sukhem

o

）
師
の
話
を
伺
い
な
が
ら
、
同

教
団
が
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
ま
た
、
サ

ン
ガ
・
マ
ハ
ー
ヤ
ー
ナ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
関
す
る
問
題
は
、
い
ず

れ
も
仏
乗
教
団
に
も
共
通
す
る
事
柄
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で

も
私
が
感
じ
て
い
た
課
題
は
、
外
部
の
観
察
者
の
思
い
過
ご
し
に
終

わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ス
ハ
ル
ト
体
制
が
崩
壊
し
た
後
の
約
二
十
年
の
間
に
、
各
教
団
で

は
諸
外
国
の
仏
教
界
と
の
関
係
を
緊
密
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、

出
家
者
と
在
家
者
の
連
携
を
ま
す
ま
す
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の

活
動
の
基
盤
を
さ
ら
に
確
実
な
も
の
に
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
ま
た
、
近
年
の
各
教
団
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
新
規
の
信

者
を
獲
得
す
る
た
め
の
布
教
活
動
を
控
え
る
反
面
、
国
内
に
お
け
る

自
ら
の
存
在
意
義
を
高
め
る
た
め
に
、
積
極
的
に
「
社
会
参
加
型
仏

教
（Engaged Buddhism

）」
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
二

〇
〇
四
年
十
二
月
に
起
き
た
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
の
際
に
、
津
波
の

被
害
を
被
っ
た
ア
チ
ェ
特
別
州
に
対
す
る
支
援
活
動
は
、
そ
の
事
実

上
の
端
緒
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
貧
困
層
に
対
す
る
米

の
寄
進
や
、
無
償
の
医
療
活
動
の
提
供
、
あ
る
い
は
ワ
イ
サ
ク
祭
の

中
で
の
大
規
模
な
献
血
活
動
の
実
施
な
ど
、
様
々
な
活
動
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
少
々
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
例
え
ば

ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
に
お
い
て
、
二
〇
一
〇
年
頃
か
ら
仏

前
結
婚
式
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
や

プ
ロ
テ
ス
ト
に
な
ら
っ
て
、
信
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
始
め
ら
れ
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た
も
の
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

私
が
初
め
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
寺
院
を
訪
れ
た
二
十
二
年
前

か
ら
、
寺
院
は
既
に
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
の
人
々
に
と
っ
て
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
交
流
の
場
所
と
な
っ
て
い
た
。
毎
週
定
期
的
に
行
わ

れ
る
礼
拝
集
会
で
は
、
寺
院
に
よ
っ
て
は
数
千
人
を
超
え
る
人
々
が

集
ま
る
こ
と
も
珍
し
く
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
寺
院
で
の
活
動

は
、
学
生
に
と
っ
て
一
種
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
よ
う
な
様
相
も
呈
し
て

い
た
。
こ
れ
ら
は
信
者
を
対
象
と
す
る
活
動
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

や
は
り
「
社
会
参
加
型
仏
教
」
の
一
形
態
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
各
寺
院
に
お
い
て
、
仏
教
が
活
躍
す
る
場
を
模
索
す
る
試
み

が
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
実
践
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
私
が
か
つ
て
仏
教
界
全
体
に
対
し
て
指
摘
し
た
問
題
、

す
な
わ
ち
、
民
族
や
宗
教
を
め
ぐ
る
対
立
に
、
仏
教
や
仏
教
徒
は
こ

れ
か
ら
も
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
存
続
し
得
る
の
か
と
い
う
問
題

は
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
先
鋭
化
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
元
来
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
多
民
族
、
多
宗
教
の
国
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
世
俗
主
義
的
な
国
家
運
営
が
不
可
欠
な
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
強
権
的
な
ス
ハ
ル
ト
体
制
の
も
と
で
は
、
む
し
ろ
社
会

の
過
度
な
「
イ
ス
ラ
ー
ム
化
」
が
抑
え
ら
れ
、
そ
れ
故
に
、
政
権
の

恣
意
的
な
支
配
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
仏
教
教
団
は
一
応
の
安
定

感
を
も
っ
て
発
展
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
ス

ハ
ル
ト
体
制
が
崩
壊
し
、
民
主
化
が
一
層
進
展
し
た
こ
と
で
、
近
年

で
は
国
民
の
大
多
数
を
信
者
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
傾
斜
が
社
会

全
体
で
加
速
し
、
さ
ら
に
は
「
穏
健
」
と
称
さ
れ
て
き
た
同
国
の
イ

ス
ラ
ー
ム
の
寛
容
性
も
、
次
第
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い

）
45
（

る
。
そ
う
し
た
中
で
、
仏
教
教
団
の
舵
取
り
は
こ
れ
ま
で
と

は
ま
っ
た
く
異
な
る
意
味
で
難
し
さ
を
増
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
社

会
の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
化
」
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
べ
き
か
。
こ
れ

こ
そ
が
、
今
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
各
派
に
と
っ
て
、
最
大
の

課
題
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
１
） 

国
家
公
認
の
「
宗
教
」
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
、
仏
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
儒
教
の
六
つ
で
あ
る
。

（
2
） 

木
村
（
二
〇
〇
〇
Ａ
、
二
〇
〇
〇
Ｂ
、
二
〇
〇
〇
Ｃ
、
二
〇
〇

二
、
二
〇
〇
三
Ａ
、
二
〇
〇
三
Ｂ
、
二
〇
一
〇
）、Kim

ura

（
二
〇
〇

三
）
を
参
照
。

（
３
） 
日
本
軍
の
占
領
期
に
お
け
る
日
本
人
関
係
者
に
よ
る
ボ
ロ
ブ
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ド
ゥ
ー
ル
へ
の
関
与
を
、
大
澤
（
二
〇
一
五
）
三
〇
八

－

三
二
七
頁
が

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
４
） 
こ
の
名
前
を
津
田
（
二
〇
一
一
）
二
七
三
頁
注
八
は
「
鄭
満
安

（The Boan An

）」
と
記
し
て
お
り
、Chia

（
二
〇
一
八
）
三
〇
頁

も
同
様
の
漢
字
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
誤
り
で
あ
る
。
木
村

（
二
〇
〇
〇
Ｂ
）
二
四
一
頁
注
一
五
を
参
照
。

（
５
） 

木
村
（
二
〇
〇
〇
Ａ
）
九
九
頁
と
木
村
（
二
〇
〇
〇
Ｂ
）
二
二
三

頁
で
は
同
友
好
団
体
の
結
成
を
一
九
五
三
年
と
記
し
た
が
、Juangari

（
一
九
九
五
）
七
二
頁
に
よ
り
改
め
た
。

（
６
） 

同
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
の
設
立
を
、
木
村
（
二
〇
〇
〇
Ａ
）
一
二
六
頁
注

二
九
で
はBakker

（
一
九
七
六
）
一
四
九
頁
に
も
と
づ
い
て
一
九
五

六
年
と
記
し
た
が
、Juangari

（
一
九
九
五
）
七
〇

－

七
一
頁
、
八
五

頁
と
同
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
記
載
を
参
考
に
し
て
改
め

た
。

（
７
） 

木
村
（
二
〇
〇
〇
Ｂ
）
二
二
四
頁
で
は
五
月
二
六
日
と
記
し
た

が
、Juangari

（
一
九
九
五
）
八
九
頁
に
よ
り
改
め
た
。

（
８
） 

こ
の
写
真
の
縦
横
比
は
変
更
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
変
更
比
率
は
不

明
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
観
音
堂
は
現
存
し
な
い
。
改
築
さ
れ
た

現
在
の
観
音
堂
に
つ
い
て
は
木
村
（
二
〇
一
〇
）
一
六
頁
所
載
の
写
真

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
９
） 

日
本
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
観
音
像
が
観
音
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
、
一
九
五
九
年
五
月
に
、
国
際
的
ワ
イ
サ
ク
祭
に
日
本
仏
教
徒
の

代
表
と
し
て
出
席
し
た
私
の
祖
父
、
木
村
義
祐
が
確
認
し
て
い
る
。
詳

し
く
は
木
村
（
二
〇
〇
〇
Ａ
）
一
〇
二
頁
を
参
照
。
た
だ
し
、
二
〇
〇

八
年
九
月
二
二
日
に
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
で
同
寺
関
係
者
に
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
こ
の
観
音
像
は
か
な
り
早
い
時
期
に
紛
失
し
た
よ
う
で

あ
り
、
現
在
で
は
行
方
不
明
で
あ
る
。

（
10
） 

木
村
（
二
〇
〇
〇
Ｂ
）
二
二
七
頁
。

（
11
） 

ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
ビ
ル
マ
に
渡
っ
た
の
は
、
マ
ハ
ー

シ
・
サ
ヤ
ダ
ウ
長
老
か
ら
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
（Vipassana

）
瞑
想
を

学
ぶ
た
め
だ
っ
た
と
い
う
理
解
が
今
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ばEkow

ati

（
二
〇
一
二
？
）
三
頁
。
し
か
し
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
は
こ

れ
を
明
確
に
否
定
し
て
い
る
。
以
上
、
木
村
（
二
〇
〇
〇
Ｂ
）
二
二
三

－

二
二
四
頁
、Kim

ura

（
二
〇
〇
三
）
五
六
頁
を
参
照
。

（
12
） 

津
田
（
二
〇
一
一
）
六
七
頁
。
併
せ
て
本
稿
注
二
四
も
参
照
さ
れ

た
い
。

（
13
） 

木
村
（
二
〇
〇
三
Ａ
）
一
四
六

－

一
四
八
頁
、Kim

ura

（
二
〇

〇
三
）
六
七
頁
。

（
14
） 

木
村
（
二
〇
〇
〇
Ａ
）
一
〇
二
頁
。

（
15
） Juangari

（
一
九
九
五
）
二
〇
二

－

二
〇
四
頁
。
ま
た
、
同
書
一

四
七
頁
注
二
三
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
五
年
以
来
、
同
国
の
公
務
員
の
宣

誓
文
の
中
の
「
唯
一
神
の
た
め
に
」
の
部
分
が
、
仏
教
徒
に
対
し
て
は

「Sang H
yang Adi Buddha

の
た
め
に
」
と
書
き
換
え
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

（
16
） 
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
に
対
す
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
は
、
一
九

九
七
年
十
一
月
二
日
と
三
日
に
、
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
サ
キ
ャ
ワ
ナ
ラ
ン
で
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行
っ
た
。

（
17
） 
木
村
（
二
〇
〇
〇
Ｂ
）
二
三
二
頁
、Kim

ura

（
二
〇
〇
三
）
六

五
頁
。

（
18
） 

石
井
（
一
九
八
〇
）
二
六
九
頁
に
よ
る
。

（
19
） 

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
は
、
二
〇
〇
一
年
三
月
十
二
日
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
で
行
っ
た
。

（
20
） Juangari

（
一
九
九
五
）
一
九
三
頁
に
よ
る
。

（
21
） 

津
田
（
二
〇
一
一
）
一
二
頁
。

（
22
） 

貞
好
（
二
〇
一
六
）
二
一
二
頁
。

（
23
） 

こ
の
こ
と
は
、
写
真
１
に
示
し
た
ス
マ
ラ
ン
の
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
様
子
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
24
） 

津
田
氏
は
、「
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
キ
タ
は
ビ
ル
マ
に
渡
る
直
前
の

一
九
五
三
年
に
、
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
で
釈
迦
生
誕
祭
（W

aisak

）
を

祝
う
儀
式
を
企
画
し
て
成
功
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
頃
か
ら
す
で
に

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
古
来
の
仏
教
」
に
戻
る
道
筋
を
模
索
し
て
い
た
こ
と

が
窺
え
る
」（
津
田
（
二
〇
一
一
）
二
七
四
頁
注
一
〇
）
と
述
べ
て
い

る
。
し
か
し
、
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
は
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
を
同

国
に
お
け
る
仏
教
信
仰
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
尊
重
し
て
は
い
た
が
、
そ

れ
を
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
古
来
の
仏
教
」
に
限
定
し
て
尊
重
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
で
ワ
イ
サ
ク
祭
を
行
っ
た
こ
と
も
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
「
に
お
け
る
」
仏
教
の
復
興
を
目
指
し
た
の
で
あ
っ

て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
「
古
来
の
」
仏
教
の
復
興
を
目
指
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
ま
た
、
同
氏
は
「「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ら
し
い
仏
教
」
の
構
築
を

目
指
す
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
キ
タ
は
、
ジ
ャ
ワ
の
古
い
仏
教
書
の
中
か
ら

サ
ン
・
ヤ
ン
・
ア
デ
ィ
・
ブ
ダ
と
い
う
概
念
を
引
っ
張
り
出
し
、
こ
れ

こ
そ
が
ま
さ
に
仏
教
の
中
に
お
け
る
「
唯
一
至
高
な
る
神
」
に
相
当
す

る
も
の
だ
、
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
」 （
同
六
九
頁
）
と
も
論
じ
て
い

る
。
し
か
し
、
直
接
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
か
ら
ア
ー
デ
ィ
・

ブ
ッ
ダ
を
導
入
し
た
事
情
を
聞
い
た
私
に
と
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
解
釈

を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
津
田
氏
は
ア
シ
ン
・
ジ

ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
目
指
し
た
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ら
し
い
仏
教
」
の
解
釈

を
誤
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

（
25
） 

木
村
（
二
〇
〇
〇
Ａ
）
一
〇
七

－

一
〇
八
頁
、Kim

ura

（
二
〇

〇
三
）
五
八
頁
。

（
26
） 

た
だ
し
、
チ
パ
ナ
ス
の
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
サ
キ
ャ
ワ
ナ
ラ
ン
で
は
、

他
の
寺
院
に
比
べ
て
中
国
的
な
要
素
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
中
国
の
民
間
神
を
祀
る
廟
が
以
前
か
ら
存
在
し
、
巨
大
な
ロ
ウ
ソ
ク

も
少
数
な
が
ら
昼
夜
を
問
わ
ず
灯
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の

寺
院
で
も
、
元
来
は
中
国
寺
廟
（
ク
レ
ン
テ
ン
）
と
し
て
成
立
し
な
が

ら
、
後
に
仏
乗
教
団
に
加
わ
る
こ
と
で
仏
教
寺
院
（
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
）
と

し
て
の
地
位
を
得
た
施
設
で
は
、
や
は
り
中
国
的
な
要
素
を
色
濃
く
残

し
て
い
る
例
が
多
く
存
在
す
る
。
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
遺
体

を
一
時
安
置
し
、
そ
こ
か
ら
火
葬
場
へ
出
立
し
た
ス
マ
ト
ラ
島
の
バ
ン

ダ
ル
・
ラ
ン
プ
ン
に
あ
る
大
興
廟
（
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
マ
ホ
ー
パ
デ
ィ
）

も
そ
う
し
た
例
の
一
つ
で
あ
る
。

（
27
） 
前
田
（
一
九
七
六
）。
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（
28
） 

前
田
（
一
九
七
六
、
一
九
七
八
）。

（
29
） 
石
井
（
一
九
八
〇
、
一
九
九
一
）、Ishii

（
一
九
八
四
）。

（
30
） 
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
貞
好
（
二
〇
一
六
）
二
七
一

－

三
四
四
頁

を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
中
国
的
な
要
素
の
強
い
儒
教
は
、
一
九
七
九

年
に
突
如
公
認
の
「
宗
教
」
か
ら
外
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
二
〇
〇
六
年

に
再
び
「
宗
教
」
と
し
て
の
地
位
を
認
め
ら
れ
た
。
儒
教
の
非
公
認
化

と
再
公
認
化
に
つ
い
て
は
北
村
（
二
〇
一
四
）
九
九

－

一
三
七
頁
に
詳

し
い
。

（
31
） 

中
国
に
お
け
る
仏
教
復
興
に
つ
い
て
は
足
羽
（
二
〇
一
〇
）
を
参

考
に
し
た
。

（
32
） 

台
湾
仏
教
の
現
状
に
つ
い
て
は
蓑
輪
（
二
〇
一
〇
）
を
参
考
に
し

た
。

（
33
） 

同
様
の
傾
向
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
認
め
ら
れ

る
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
事
例
に
つ
い
て
は
安
藤
（
二
〇
一
〇
）
三
二
頁
に

よ
る
。
た
だ
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、
近
年

で
は
自
国
の
仏
教
指
導
者
に
よ
る
著
作
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。

（
34
） 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
台
湾
仏
教
界
の
活
動
と
い
う
点
で
は
、

慈
済
基
金
会
の
存
在
が
大
き
い
。
世
界
的
な
規
模
で
災
害
救
援
な
ど
に

尽
力
し
て
い
る
同
会
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
を
設
立
し
た
の
は
一
九

九
九
年
で
あ
る
。
そ
の
後
、
同
会
は
華
人
資
本
家
の
協
力
を
得
る
こ
と

で
活
動
の
規
模
を
拡
大
し
た
。
特
に
二
〇
〇
二
年
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外

の
カ
リ
ア
ン
ケ
川
流
域
で
発
生
し
た
洪
水
に
際
し
て
は
、
そ
の
直
後
か

ら
救
援
活
動
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
地
域
一
帯
に
病
院
や
学
校

な
ど
を
併
設
し
た
大
規
模
住
宅
群
（
大
愛
村
）
を
開
発
し
、
貧
困
層
の

多
い
こ
の
地
域
の
住
民
に
提
供
し
て
い
る
。
同
時
に
、
そ
の
一
角
に
は

巨
大
な
仏
教
施
設
で
あ
る
「
静
思
堂
」
を
建
立
し
、
独
自
の
布
教
活
動

も
行
っ
て
い
る
。
同
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
金
子
（
二
〇
一
四
）
を
参

照
し
た
。

（
35
） 

寺
院
の
掲
示
板
な
ど
に
は
、
こ
う
し
た
催
し
を
宣
伝
す
る
ポ
ス

タ
ー
が
常
時
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
様
の
傾
向
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
寺
院
で
も
認
め
ら
れ
る
。

（
36
） 

こ
の
点
は
、
既
に
木
村
（
二
〇
一
〇
）
一
八
頁
に
記
載
し
た
と
お

り
で
あ
る
。

（
37
） 

例
え
ば
、Brow

n

（
二
〇
〇
四
）、Suryadinata

（
二
〇
〇
五
）、

津
田
（
二
〇
一
一
）、Ekow

ati

（
二
〇
一
二
？
）、Steenbrink

（
二

〇
一
三
）、
蓮
池
（
二
〇
一
五
）、Chia

（
二
〇
一
八
）、W

atini

（
二

〇
一
八
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、Linder

（
二
〇
一
七
）
は

従
来
の
研
究
を
渉
猟
す
る
と
と
も
に
、
同
国
仏
教
界
に
お
け
る
指
導
的

な
人
々
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
も
実
施
し
て
お
り
、
現
時
点
で
の
集
大

成
的
な
研
究
書
だ
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
38
） Juangari

（
一
九
九
五
）。

（
39
） 

ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
葬
儀
の
様
子
は
現
在
もYouTube

上
で
前
後
編
に
分
け
て
公
開
さ
れ
て
い
る
（
前
編
：https://w

w
w.

youtube.com
/w

atch?v =iZJ4ZlQ
_fzY　

後
編
：https://w

w
w.

youtube.com
/w

atch?v =SO
pPBjH

dJv
4

）。
ま
た
、
彼
を
追
慕
す
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る
映
像
も
下
記
の
ア
ド
レ
ス
で
配
信
さ
れ
て
い
る
。（https://w

w
w.

youtube.com
/w

atch?v =scG
keciKRrE

）

（
40
） 
私
が
同
館
を
訪
れ
た
の
は
二
〇
一
四
年
五
月
で
あ
る
。
な
お
、
館

内
の
様
子
はYouTube

上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。（https://w

w
w.

youtube.com
/w

atch?v =W
m

pH
v
0O

f0jk

）

（
41
） 

木
村
（
二
〇
〇
〇
Ｂ
）
二
三
九

－

二
四
〇
頁
。

（
42
） 

木
村
（
二
〇
〇
三
Ａ
）
一
五
一

－

一
五
三
頁
、Kim

ura

（
二
〇

〇
三
）
六
八

－

七
〇
頁
。

（
43
） 

ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
終
生
観
音
信
仰
を
保
持
し
た
こ
と

は
、
木
村
（
二
〇
〇
〇
Ｂ
）
二
三
一
頁
、Kim

ura

（
二
〇
〇
三
）
六

五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
44
） 

ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
「
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ッ
ダ
」
の
導
入

の
必
要
を
意
識
し
た
の
が
い
つ
だ
っ
た
の
か
は
明
確
に
は
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
、
一
九
六
五
年
五
月
に
は
、
そ
の
導
入
を
考
え
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
はIshii

（
一
九
八
四
）
一
一
三
頁

を
参
照
。

（
45
） 

小
川
（
二
〇
一
六
）
を
参
考
に
し
た
。
ち
な
み
に
、
例
え
ば
ジ
ャ

カ
ル
タ
の
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
る
ワ
イ
サ
ク
祭

に
、
ヒ
ジ
ャ
ブ
を
被
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
信
者
の
女
性
た
ち
が
普
通
に
参

加
し
て
い
る
姿
を
し
ば
し
ば
見
か
け
る
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
寛
容
さ

が
今
後
も
守
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
記
す
よ
う
な
懸
念
は
杞
憂
に
終

わ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

文
献
一
覧

安
藤
充

　

二
〇
一
〇　
「
マ
レ
ー
シ
ア　

複
合
民
族
国
家
に
お
け
る
華
人
仏
教
」

『
挑
戦
す
る
仏
教
│
ア
ジ
ア
各
国
の
歴
史
と
い
ま
│
』（
木
村
文
輝

編
）
法
藏
館
、
二
〇

－

三
三
頁
。

足
羽
與
志
子

　

二
〇
一
〇　
「
中
国　

近
代
化
す
る
共
産
主
義
国
家
の
仏
教
」『
挑
戦
す

る
仏
教
│
ア
ジ
ア
各
国
の
歴
史
と
い
ま
│
』（
木
村
文
輝
編
）
法
藏

館
、
二
七
八

－

二
九
三
頁
。

Bakker, J. W
. M

.

　

一
九
七
六　

“Contem
porary 

Buddhism
 

in 
Indonesia, ” 

Buddhism
 

in 
the 

M
odern 

W
orld. 

(Ed. 
by 

H
einrich 

D
um

oulin and John C. M
araldo, ) N

ew
 York: Collier 

M
acm

illan, pp. 147 –153.
Brow

n, Iem

　

二
〇
〇
四　

“The revival of Buddhism
 in m

odern Indonesia, ” 
H

induism
 in M

odern Indonesia: A m
inority Religion 

betw
een local, national, and global Interests. (Ed. by 

M
artin Ram

stedt, ) London: Routledge Curzon, pp. 45 –
55.

Chia, Jack M
eng-Tat

　

二
〇
一
八　

“N
either 

M
ahāyāna 

nor 
Theravāda: 

Ashin 
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Jinarakkhita 
and 

the 
Indonesian 

Buddhayāna 
M

ovem
ent, ” H

istory of Religions 58 (1 ), pp. 24 –63.
Ekow

ati, W
ilis Rengganiasih Endah

　

二
〇
一
二
？　

“Bhikkhu Ashin Jinarakkhita ’s Interpreting 
and Translating Buddhism

 in Indonesian Cultural and 
Political Contexts, ” on the w

ebsite: http://w
w

w.undv.
org/vesak

2012/iabudoc/05W
ilisFIN

AL.pdf#search =%
27 

w
ilis+ekow

ati%
27

蓮
池
隆
広

　

二
〇
一
五　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
教
関
係
と
仏
教
の
展
開
」『
ア
ジ
ア

の
社
会
参
加
仏
教
│
政
教
関
係
の
視
座
か
ら
│
』（
櫻
井
義
秀
、
外

川
昌
彦
、
矢
野
秀
武
編
）
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
八
五

－

二
九
四

頁
。

石
井
米
雄

　

一
九
八
〇　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
上
座
部
仏
教
史
研
究
ノ
ー
ト
」『
東
南
ア

ジ
ア
研
究
』
一
八（
二
）、
二
五
七

－

二
七
〇
頁
。

　

一
九
九
一
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
伝
え
ら
れ
た
上
座
仏
教
」『
講
座　

仏

教
の
受
容
と
変
容
２　

東
南
ア
ジ
ア
編
』（
石
井
米
雄
編
）、
佼
成
出

版
社
、
二
二
四

－

二
五
〇
頁
。

Ishii, Yoneo

　

一
九
八
四“M

odern 
Buddhism

 
in 

Indonesia, ” 
Buddhist 

Studies: in H
onour of H

am
m

alava Saddhatissa. (Ed. by 
G

. 
D

ham
m

apala, 
R. 

G
om

brich, 
K. 

R. 
N

orm
an, ) 

N
ugegoda: H

am
m

alava Saddhatissa Felicitation Volum
e 

Com
ittee, pp. 108 –115.

Juangari, Ir. Edij

　

一
九
九
五　

M
enabur 

Benih 
D

harm
a 

di 
N

usantara: 
Riw

ayat Singkat Bhikkhu Ashin Jinarakkhita. Bandung: 
Yayasan Penerbit Karaniya.

金
子
昭

　

二
〇
一
四　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
台
湾
仏
教
慈
済
基
金
会
の
活

動
│
と
く
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
の
大
愛
村
建
設
を
め
ぐ
っ
て
│
」『
天

理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
年
報
』
二
〇
、
一

－

二
三
頁
。

木
村
文
輝

　

二
〇
〇
〇
Ａ　
「
全
日
本
仏
教
会
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
│
一
九
五
九
年
の

ウ
エ
サ
カ
祭
出
席
と
戦
犯
遺
骨
送
還
運
動
│
」『
禅
研
究
所
紀
要
』

二
八
、
九
一

－

一
三
一
頁
。

　

二
〇
〇
〇
Ｂ　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
復
興
と
そ
の
現
状
」『
愛
知
学

院
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』
八
、
二
一
六

－

二
四
六
頁
。

　

二
〇
〇
〇
Ｃ　
「
現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
」『
宗
教
研
究
』
七
三

（
四
）、
一
九
八

－

一
九
九
頁
。

　

二
〇
〇
二　
「
現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
信
仰
」『
日
本
仏
教
学
会
年

報
』
六
七
、
一
八
一

－

一
九
三
頁
。

　

二
〇
〇
三
Ａ　
「
世
代
交
替
を
迎
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
界
│
ア
シ

ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
葬
儀
に
参
列
し
て
│
」『
禅
研
究
所
紀

要
』
三
一
、
一
三
九

－

一
六
二
頁
。
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二
〇
〇
三
Ｂ　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
復
興
を
支
え
た
象
徴
的
比
丘

の
死
」『
宗
教
研
究
』
七
六（
四
）、
三
一
二

－

三
一
三
頁
。

　

二
〇
一
〇　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア　

五
百
年
の
眠
り
か
ら
覚
め
た
仏
教
」

『
挑
戦
す
る
仏
教
│
ア
ジ
ア
各
国
の
歴
史
と
い
ま
│
』（
木
村
文
輝

編
）
法
藏
館
、
五

－

一
九
頁
。

Kim
ura, Bunki

　

二
〇
〇
三　

“Present Situation of Indonesian Buddhism
: In 

M
em

ory of Bhikkhu Ashin Jinarakkhita M
ahasthavira, ” 

N
agoya 

Studies 
in 

Indian 
Culture 

and 
Buddhism

: 
Sa ṃbhā ṣā 23, pp. 53 –72.

北
村
由
美

　

二
〇
一
四　
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア　

創
ら
れ
ゆ
く
華
人
文
化
│
民
主
化
以

降
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て
│
』
明
石
書
店
。

Linder, Julia

　

二
〇
一
七　

Entw
icklungen des Buddhism

us im
 zw

anzigsten 
Jahrhundert in Indonesien: Ström

ungen, Verw
erfungen 

und 
A

ushandlungen 
der 

„A
gam

a 
Buddha 

(di) 
Indonesia “. 

(Religionsw
issenshaft 

21, ) 
Frankfurt 

am
 

M
ain: Peter Lang G

m
bH

.

前
田
惠
學

　

一
九
七
六　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
最
近
の
仏
教
」『
印
度
学
仏
教

学
研
究
』
二
五（
一
）、
一

－

九
頁
。

　

一
九
七
八　
「
最
近
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
仏
教
儀
式
│Pancaran 

Bahagia

に
つ
い
て
│
」『
仏
教
研
究
』
七
、
九

－

一
七
頁
。

蓑
輪
顕
量

　

二
〇
一
〇　
「
台
湾　

尼
僧
の
活
躍
す
る
島
」『
挑
戦
す
る
仏
教
│
ア
ジ

ア
各
国
の
歴
史
と
い
ま
│
』（
木
村
文
輝
編
）
法
藏
館
、
二
六
三

－

二
七
七
頁
。

小
川
忠

　

二
〇
一
六　
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア　

イ
ス
ラ
ー
ム
大
国
の
変
貌
│
躍
進
が

も
た
ら
す
新
た
な
危
機
│
』
新
潮
選
書
。

大
澤
広
嗣

　

二
〇
一
五　
『
戦
時
下
の
日
本
仏
教
と
南
方
地
域
』
法
藏
館
。

貞
好
康
志

　

二
〇
一
六　
『
華
人
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
現
代
史
│
は
る
か
な
国
民
統
合

へ
の
道
│
』
木
犀
社
。

Steenbrink, Karel

　

二
〇
一
三　

“Buddhism
 

in 
M

uslim
 

Indo nesia, ” 
Studia 

Islam
ika 20 (1 ), pp. 1 –34.

Suryadinata, Leo

　

二
〇
〇
五　

“Buddhism
 and Confucianism

 in Contem
porary 

Indonesia: 
R

ecent 
D

evelopm
ents, ” 

C
hinese 

Indonesians: Rem
em

bering, Distorting, Forgetting. (Ed. 
by 

Tim
 

Lindsey 
and 

H
elen 

Pausacker, ) 
Singapore: 

Institute of Southeast Asian Studies, pp. 77 –94.
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津
田
浩
司

　

二
〇
一
一　
『「
華
人
性
」
の
民
族
誌
│
体
制
転
換
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

地
方
都
市
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
│
』
世
界
思
想
社
。

W
atini　

　

二
〇
一
八　

“Living 
in 

H
arm

ony 
betw

een 
M

uslim
 

and 
Buddhist: Com

parative Study: Indonesia and Southeast 
Asia, ” Aceh Anthropological Journal 2 (1 ), pp. 1 –26.


